
　民俗芸能・飾山囃子の実演

艶
や
か
な
手
踊
り
を
披
露

　

８
月
９
日
か
ら
10
月
25
日
ま
で
の
期

間
中
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
は
、
国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
角
館
祭

り
の
や
ま
行
事
」
の
中
心
的
な
役
割
を

担
う
民
俗
芸
能
「
飾
山
囃
子
（
お
や
ま

ば
や
し
）」
を
、
多
く
の
お
客
様
に
ご

覧
い
た
だ
こ
う
と
、
秋
田
お
ば
こ
に
よ

る
「
手
踊
り
」
や
「
お
囃
子
」
の
実
演

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

実
演
は
期
間
中
（
10
月
18
日
は
除

く
）、
毎
週
日
曜
日
の
午
前
10
時
と
11

時
の
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　全日本吹奏楽コンクール秋田県大会

堂
々
と
し
た
演
奏
で
金
賞
受
賞

　

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
57
回

秋
田
県
大
会
が
８
月
８
日
か
ら
２
日

「西明寺・桧木内中合同吹奏楽部」は、落ち
着いた演奏を披露し、７人の少ないメンバー
ながらも見事金賞を受賞しました。

樺
細
工
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

　

８
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
、
日
本
の

魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
「
ハ
ー
ト
フ
ル

に
っ
ぽ
ん
『
日
本
の
匠
の
技
展
』」
が

羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
国
内
の
伝

統
と
文
化
を
世
界
に
発
信
し
続
け
て
い

る
東
京
国
際
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
、
仙

北
市
で
地
域
活
性
化
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
る
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
（
観
光
課

内
）
の
共
通
す
る
活
動
趣
旨
で
実
現
し

た
も
の
で
す
。

　羽田空港で「日本の匠の技展」人

実演の見学は無料で行っていますので、お気軽に
お立ち寄りください。

　農林業で田舎暮らし体験事業

移
住
・
就
農
に
期
待
高
ま
る

　

８
月
19
日
か
ら
６
日
間
の
期
間
、
仙

北
市
内
で
「
農
林
業
で
田
舎
暮
ら
し
体

験
事
業
」
が
行
わ
れ
、
首
都
圏
在
住
の

若
者
が
、
田
舎
暮
ら
し
と
農
業
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
、
農
業
を
は
じ
め
、

就
農
相
談
や
樺
細
工
制
作
な
ど
で
、
移

住
を
見
据
え
た
空
き
家
の
見
学
、
空
き

家
で
の
自
炊
生
活
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
入
農
家
の
好
意
に
よ
り
、

大
仙
市
の
園
芸
メ
ガ
団
地
の
見
学
も
行

い
ま
し
た
。

農業体験では、ネギの出荷作業などをお手
伝い。このほか、空き家での自炊生活など
田舎暮らしの醍醐味を体験しました。

　

参
加
者
は
、
今
回
の
田
舎
暮
ら
し
体

験
を
通
じ
て
、
仙
北
市
へ
の
移
住
と
就

農
を
本
格
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
そ
の
実
現
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

間
、
秋
田
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
西

明
寺
中
と
桧
木
内
中
の
合
同
吹
奏
楽
部

が
「
中
学
校
合
同
の
部
」
に
出
場
し
、

金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。同
吹
奏
楽
部
は
、

全
参
加
53
校
・
団
体
の
う
ち
、
最
小
メ

ン
バ
ー
編
成
で
し
た
が
、
躍
動
感
の
あ

る
音
楽
的
な
演
奏
で
観
衆
を
魅
了
し
ま

し
た
。
部
長
の
西
宮
佑
奈
さ
ん
（
西
明

寺
中
３
年
）
は
、「
少
人
数
で
も
金
賞

を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
支
え
て

く
れ
た
先
生
や
家
族
、
応
援
し
て
い
た

だ
い
た
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
樺
細
工
に
興
味
の
あ
る
外

国
人
や
空
港
に
遊
び
に
き
た
家
族
連
れ

な
ど
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
樺
細
工
伝
承
館
展
示
室
へ
の

入
館
も
、
仙
北
市
民
の
方
は
無
料
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。仙北市からは茶筒などの樺細工製品を出展。大館

曲げわっぱや会津漆器も出展され、旅行者や見学
者は興味深そうに見入っていました。

地
域
で
認
知
症
を
支
え
る

　

７
月
28
日
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
田
沢

の
家
、８
月
27
日
に
中
生
保
内
会
館
で
、

　認知症サポーター養成講座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
正
し
い
知
識

や
対
応
、
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

中
生
保
内
会
館
で
は
、
毎
日
介
護
や

相
談
に
対
応
し
て
い
る
施
設
の
方
々
か

ら
直
接
お
話
を
聞
く
機
会
に
な
り
、「
た

め
に
な
っ
た
」「
相
談
場
所
が
分
か
っ
て

よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
養
成
講
座
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

仙
北
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
☎
（
43
）
２
２
８
３

認知症サポーターは、地域で認知症の方や家
族を支える応援者です。ぜひ、皆さんの身近
なところでも開催をしてみませんか。

 第 45 回大曲仙北中学校田沢湖一周駅伝競走大会
 第 20 回大曲仙北中学校田沢湖女子駅伝競走大会

た
す
き
を
つ
な
ぎ
力
走

　

８
月
27
日
、
田
沢
湖
畔
で
「
第
45
回

大
曲
仙
北
中
学
校
田
沢
湖
一
周
駅
伝
競

走
大
会
」「
第
20
回
大
曲
仙
北
中
学
校
田

沢
湖
女
子
駅
伝
競
走
大
会
」
が
行
わ
れ
、

男
子
26
チ
ー
ム
、
女
子
25
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。
男
子（
７
区
間
20
・
６
㎞
）

は
美
郷
Ａ
が
１
時
間
６
分
43
秒
、
女
子

（
５
区
間
12
・
６
㎞
）
は
美
郷
Ａ
が
45

分
27
秒
で
優
勝
し
ま
し
た
。

◇
成
績
は
次
の
と
お
り（
市
内
中
学
校
）

【
男
子
】
▼
４
位 

神
代
Ａ
▼
７
位 

角
館

Ａ
▼
11
位 

角
館
Ｂ
▼
13
位 

生
保
内
Ａ

▼
17
位 

西
明
寺
▼
19
位 

桧
木
内
▼
23

位 

神
代
Ｂ
▼
25
位 

生
保
内
Ｂ

【
女
子
】
▼
６
位 

角
館
Ａ
▼
８
位 

西
明

寺
▼
15
位 

神
代
Ａ
▼
16
位 

生
保
内
Ａ

▼
21
位 

角
館
Ｂ
▼
22
位 

生
保
内
Ｂ
▼

23
位 

神
代
Ｂ
▼
25
位 

桧
木
内

選手たちは、たすきをつなぎなが
ら、各区間懸命に走り抜きました。

一
流
の
文
化
芸
術
を
体
感

　

８
月
27
日
、
角
館
小
学
校
体
育
館
で

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
文
化
庁
が
行
っ
て
い

る
「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
の
育
成
事

業
」
の
一
環
で
、
同
楽
団
が
北
海
道
と

東
北
の
小
中
学
校
を
対
象
に
、
音
楽
を

通
じ
て
交
流
を
図
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

仙
北
市
で
は
初
開
催
と
な
り
、
会
場

に
は
、
全
校
児
童
や
職
員
、
保
護
者

な
ど
あ
わ
せ
て
約
６
８
０
人
が
一
流
の

演
奏
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
児

　東京フィルハーモニー交響楽団

童
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ

れ
、
合
唱
や
ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 【東京フィルハーモニー交響楽団】

1911 年創立。日本最古のオーケストラ。定期演
奏会を中心とする自主公演や教育プログラムな
どの国内活動、海外公演で高い評価を得ている。

　第 39 回きたうら水泳大会

練
習
の
成
果
を
競
う

　

８
月
30
日
、
角
館
小
学
校
プ
ー
ル
で

「
第
39
回
き
た
う
ら
水
泳
大
会
（
仙
北
市

水
泳
協
会
主
催
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
の
小
中
学
生
な
ど
が
参

加
し
、練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

◇
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

【
総
合
成
績
】
▼
最
優
秀
団
体
賞
・
神
代

小
▼
優
秀
団
体
賞
・
き
た
う
ら
ア
ク
ア

【
優
秀
選
手
賞
】
▼
小
林
風
斗
・
藤
原
愛
・

遠
藤
夕
菜
・
遠
藤
卓
（
以
上
、
神
代
小
）

▼
櫻
田
玲
愛
・
髙
橋
陽
・
佐
藤
光
（
以
上
、

き
た
う
ら
ア
ク
ア
）
▼
加
藤
心
翔
（
角

館
小
）
▼
柏
谷
星
来
（
西
明
寺
ス
プ
ラ
ッ

シ
ュ
）
▼
掘
子
実
優
（
生
保
内
ド
ル
フ
ィ

ン
ズ
）

水しぶきを上げて泳ぐ選手に大きな声援が
飛び交っていました。
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